
1. はじめに

「モスピラン水溶剤」は平成 7 年 11 月に農薬登
録（登録番号：第 19112 号）を取得し、優れた効果・
長い残効性に加え、適用作物の幅広さ、有用昆虫

（ミツバチ・マルハナバチ）に対する影響の少なさ、
作物に対する汚れの少なさ等をご評価頂き、数多
くのネオニコチノイド系殺虫剤のなかでも特段のご
愛顧を頂いて参りました。

この度、水溶剤希釈時の粉立ちを改善し、使用
者の安全性や使いやすさにより配慮した「モスピラ
ン顆粒水溶剤（登録番号：第 22583 号）」を上市さ

せて頂きました。顆粒水溶剤は現行の水溶剤を原
料として成型（図 1）したもので水溶剤同様水に良
く溶け、その希釈液（散布液）は水溶剤と同様に
お使い頂くこと（図 2、表 1）が可能です。

また、「顆粒水溶剤」はその製造方法から、農
林水産消費安全技術センター農薬検査部（通称　
FAMIC）より水溶剤と同等品との認定を受け、ほ
ぼ水溶剤同様の登録内容を取得するに至りました。
従いまして、適用作物・害虫・使用方法・薬害の
注意事項等の内容も水溶剤とほぼ同様となります。

皆様方には、モスピラン顆粒水溶剤を末長くご
愛顧頂きますようにお願い申し上げます。
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図１．モスピランWSGの製造方法
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図2．モスピラン顆粒水溶剤



2. 有効成分と物理化学的性状

1. 有効成分：アセタミプリド
2. 製剤：20％顆粒水溶剤
3. 形状：青色細粒および微粒　

3. 安全性

急性毒性：劇物
急性経口毒性　LD50（ラット）� ♂：808mg/kg 

� ♀：689mg/kg
　　　　　　　LD50（マウス）� ♂：679mg/kg 

� ♀：641mg/kg
急性経皮毒性　LD50（ラット）	 

� ♂、♀：＞2000mg/kg
急性吸入毒性　LD50（ラット）	 

� ♂、♀：＞3.5mg/L（4hr）

刺激性：
皮膚刺激性　　刺激性なし（ウサギ）
眼刺激性　　　刺激性なし（ウサギ）
感作性　　　　皮膚感作性なし（モルモット）
変異原性　　　陰性

環境影響：
急性魚毒性� LC50（コイ）：＞100mg/L（48hr）

ミジンコ遊泳阻害毒性� LC50：＞100mg/L（48hr）
藻類生長阻害毒性� ErC50：＞97.8mg/L（72hr）

4. 顆粒水溶剤と水溶剤との効力比較

モスピラン顆粒水溶剤は、水溶剤に水を加え混
練し棒状に押出したものをカットした成型品（図 1）
であるためそれらの効力は同等であると思われます
が、ここではそれらの同等性を確かめるためにアブ
ラムシ類に対する効力比較試験（ハウス及び圃場
試験）を行った例を紹介したいと思います。

それぞれ図 3 ではいちごのワタアブラムシ、図 4
ではりんごのリンゴコフキアブラムシの効力比較試
験結果を示しています。いずれの結果においても
モスピラン顆粒水溶剤とこれまでの水溶剤とでは
効力がほぼ同等であるとお解り頂けると思います。

よって、従来品より粉立ちが少なく、より使用者
安全に配慮した製品になりました。

本剤はミツバチ・マルハナバチに影響がなく、い
ちご・トマトなどに活用できます。また、水溶剤が
ベースなので同様に汚れの少ない製剤です。

ただし、使用にあたっては、使用量、使用時期、使
用方法を誤らないように注意し、特にはじめて使用
する場合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受け
てください。
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図3．いちごのワタアブラムシに対するハウス内効力試験 
（２０１１年５月１０日処理　日本曹達㈱）

0

20

40

60

80

100

4000倍 8000倍 4000倍 8000倍 2000倍 4000倍 4000倍 8000倍

モスピラン顆粒水溶剤 モスピラン水溶剤 B剤 C剤

防
除
率
％

図4．りんごのリンゴコブアブラムシに対する圃場試験 
（２０１１年５月２６日処理８日後調査　日本農薬㈱）



おわりに

モスピラン水溶剤を平成7 年に上市して以来、約
17 年の長きに渡り皆様方にご愛用頂き誠に有難う
ございます。今回、モスピラン剤のリニューアルや使
い易さの向上を目的に本剤を上市することとなりま

した。今後もその殺虫スペクトラムの広さや効果・
特長をご理解いただき、効果的に使用して頂ければ
幸いです。

最後になりましたが、本剤の開発に協力いただき
ました皆様方に厚く御礼申し上げます。
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表1．適用害虫と使用方法
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表1．適用害虫と使用方法（続き）


